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fンドワクチンを頚部皮下接種サトウキビ抽出物の飼料添加がオイルアジュノ

された採卵鶏の生産性およびストレス指標に及ぼす影響
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白色レグホーン系採卵鶏へのオイルアジュバンドワクチン(OEV)の頚部皮下接種によるストレス発現ならびにサトウ

キビ抽出物20％製品(SCE)の飼料添加によるストレス軽減効果について，生産性およびストレス指標に及ぼす影響を検

討した。

試験1では，92日齢でのOEV頚部皮下接種の有無による区分で検討した。その結果,OEV頚部皮下接種による増体重

の低下が1日間認められた。産卵初期では産卵率，産卵日量および飼料要求率が無ワクチン区に比べ劣る傾向が認められ

た。ストレス指標である偽好酸球/リンパ球(H/L)比およびαl酸性糖蛋白値は，接種後8時間,lH,35日に無ワクチ

ン区に比べ有意に上昇した。試験2では，84日齢に2種類のOEV頚部皮下同時接種の有無ならびにSCE0.05%飼料添加

の有無による区分で検討した。その結果，2種類のOEV頚部皮下同時接種により増体重の低下が7日間飼料摂取量の低

下が21日間認められたが,SCEの飼料添加により改善された。また，産卵初期では産卵率，産卵日量，飼料摂取量飼料

要求率への悪影響が認められたが,SCEの飼料添加により改善された。一方,H/L比は接種後1日～42B,cMl酸性糖蛋

白値は接種後8時間～21日で有意に高く,SCEの飼料添加によりH/L比，αl酸性糖蛋白値とも接種後1日～21日で有

意に高かったが，両区間に有意な差は認められなかった。

以上の結果より,OEV頚部皮下接種によるストレス発現期間が明らかとなった。さらに,SCEによる2種類のOEV頚

部皮下同時接種ストレスに対する生産性改善効果は，ワクチン接種ストレス自体の緩和ではなく，腸絨毛の機能の活性化

に基づく飼料摂取量の増加や飼料成分の吸収力の向上に起因することが推察された。

抽出物L比，採卵鶏，オイルアジュバンドワクチン，サトウキヒキーワード：α1酸性糖蛋白,H

れている。
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そこで，本研究では，白色レグホーン系採卵鶏を用いてOEV

の頚部皮下接種，および2種類のOEV頚部皮下同時接種による

ストレス発現について，牛産‘畦およびストレス指標に及ぼす影響

を検討した。

さらに，鶏に対して種々の有用な作用を有することが報告され

ているサトウキビ抽出物(Sugarcaneextract;SCE)(Amer"

".,2004;El-Abasy""J.,2002;El-Abasy"".,2003a;El-

Abasy"".,2003b;El-Abasygjal.,2004;HikosakagZ".,

2005;巽ら,2010)の飼料添加による2種類のOEV頚部皮下同

時接種によるストレス軽減効果を検証した。

材料と方法

l.試験l.OEV頚部皮下接種の影響

試験期間:2006年11月91-1～2007年3月30日

試験区設定：71日齢の白色レグホーン系採卵鶏60羽(10羽／

群×3群×2区）を区毎に体重が均等となるように配分した。試験

区は，92日齢時における7種混合(ND,EDS,IC-A,IC-C,Mg,

IB-練馬株,IB-T株)OEVの頚部皮下接種の有無による区分とし

鶏飼育管理において，暑熱寒冷，社会的，輸送，病原体の感

染，断餌・断水，強制換羽などのストレスは，免疫機能を抑制す

ることが知られている。また,これらのｽﾄﾚｽはｻﾙﾓﾈﾗに

対する感受性を高め，伝搬を促進することから，鶏に対するサル

モネラ感染を防止するためにもストレスを与えない飼育管理が重

視されている（中村,1993;中村,1994)。

一方,OEVは,1回の接種で長期にわたり免疫効果が持続する

(Deguche"J.,1998)ため，近年多くの産卵鶏農場で使用されて

いる反面，接種反応が強い(Glisson,2000;野牛ら,1997)ことか

ら輸送や強制換羽とともに鶏の飼育管理における比較的強いスト

レスとされており（小野,2006),生産性等に与える影響が懸念さ
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て,OEV頚部皮下接種を有ワクチン区，無接種を無ワクチン区と

した。

飼養管理:120日齢まで粗蛋白質(CP)13.5%,可消化養分総量

(ME)2650kcal/kgの大雛用飼料を大雛舎にて10羽/1ケージ，

その後211日齢までCP17%,ME2850kcal/kgの成鶏用飼料を

開放型の成鶏舎にて1羽/1ケージで飼育し，不断給餌した。

試験2：2種類のOEV頚部皮下同時接種ならびにSCE飼料添

加の影響

試験期間:2007年11月8日～2008年3月27B

試験区設定:70日齢の白色レグホーン系採卵鶏120羽(10羽／

群×3群×4区）を区毎に体重が均等となるように配分した。試験

区は，84日齢時における7種混合OEVとサルモネラ2種混合

(SE,ST)OEVのそれぞれ部位を違えた頚部皮下接種の有無給

与飼料への0.05%SCE添加の有無による区分として,OEV接種

でSCE無添加飼料給与を有ワクチン無添加区,OEV接種で

0.05%SCE添加飼料給与を有ワクチンSCE区,OEV無接種で

SCE無添加飼料給与を無ワクチン無添加区OEV無接種で

0.05%SCE添加飼料給与を無ワクチンSCE区とした。

SCE:砂糖製造工程においてサトウキビから脱糖した搾り汁を

陽イオンクロマトグラフィーにてポリフェノールを含有する分画

を回収した抽出液を米ぬか油かすに20%(W/W)吸着させた穎

粒品（キビシボリEX,三井製糖株式会社）を用いた。

飼養管理:119日齢までCP13.5%,ME2650kcal/kgの大雛用

飼料を大雛舎にて10羽/lケージ，その後210日齢までCP17%,

ME2850kcal/kgの成鶏用飼料を成鶏舎にて1羽/lケージで飼

育し，不断給餌した。

2．調査項目

l)増体重：試験lでは92～211日齢の7日間隔ならびに93

日齢，試験2では84～210日齢の7日間隔で，個体毎に体重を測

定した。なお，増体重は試験lでは92日齢試験2では84日齢

からの積算値とした。

2）飼料摂取量：試験lでは92～211日齢の7日間隔試験2

では84～210日齢の7日間隔で，群毎に測定した。なお，飼料摂

取量は試験lでは92日齢試験2では84日齢からの積算値とし

た。

3）産卵成績：試験lでは142～211日齢試験2では141～

210日齢の産卵個数，産卵重量を毎日，個体毎に測定した。

4）偽好酸球/リンパ球(H/L)比：ディフ・クイック（シス

メックス(株)，神戸）にて血液塗沫染色後，光学顕微鏡にて白血

球の百分率を測定し，算出した。試験lでは92日齢92日8時間

齢，93日齢99日齢127日齢,211日齢に，試験2では84日齢

84日8時間齢，85日齢91日齢,98日齢105日齢126日齢

210日齢に各9羽/区を測定した。

5)cMl酸性糖蛋白値：一元放射免疫拡散法のニワトリa1AG

定量用キット（株式会社メタポリックエコシステム研究所製）を

用いて，血漿5“を注人後，湿潤ケースに入れ，37℃，48時間後

に測定した。試験lでは92日齢92日8時間齢93日齢99日

齢127日齢,211日齢に各4羽/区を，試験2では84日齢,84B

8時間齢，85日齢91日齢,98日齢105日齢,126日齢,210日

齢に各6羽/区を測定した。

3．統計処理

統計処理は，一元配置分散分析法および最小有意差法（吉田，

1978）を用いて解析した。

鬼士日ヨ
J1n口 不

試験1:0EV頚部皮下接種の影響

OEV頚部皮下接種(92日齢）後の増体重は,93日齢で有ワク

チン区は無ワクチン区に比べ有意に低かった（表l)｡92日齢後の

飼料摂取量は,141～197日齢および211日齢で有ワクチン区は無

ワクチン区に比べ有意に高かった（表2)｡142～211日齢の産卵成

績の各項目において区間に有意な差は認められなかったが，産卵

率，産卵日量および飼料要求率は，有ワクチン区が無ワクチン区

に比べ劣る傾向が認められた（表3)。

ストレスの指標となる生体内反応のうち,H/L比は有ワクチン

表1.増体重に対するOEV頚部皮下接種の影響(g/羽）
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OEV接種後の日数
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０
８

吃
２

７
５

皿
３

有ワクチン区

照ワクチン区

Ｄ

ｂ
ａ

９
６

士
十
一

０
８１

４
６

十
一
十
一

７
３
５
６

１
３
１
１

士
十
一

３
６
２
２
１
１ ４

６
１

＋
｜
＋
’

６
４
５
４
１
１

７
６
１
１

士
士

４
９
０
８
２
１ ８

９
２

十
一
十
一

９
１
７
５
２
２

169

弓弓

{I

日齢

OEV接種後の日数

４
２

旧
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狐
９
１
４

８
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Ｍ
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５
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蛆
６

５
１
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有ワクチン区
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１
５
１
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２
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９
６
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３
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５
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＋
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２
２
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日齢

OEV接種後の日数

６
４

Ⅳ
８

３
１

旧
９

０
８

旧
９

７
５
９
０
１
１

４
２
０
１
２
１

１
９
１
１
２
１

有ワクチン区

無ワクチン区

１
２
１
４

士
十
一

５
２
５
４
４
４

６
９
１
４

＋
｜
士

３
８
７
４
４
４ ０

５
５

＋
｜
＋
’

３
６
９
５
１
１

８
６
１
５

＋
｜
＋
’

０
９
２
８
５
４

１
５
２
６

＋
｜
＋
’

５
５
２
８
５
４

３
５
２
６

＋
｜
士

８
６
３
０
５
５

*積算増体重の平均値±標準偏差

')異符号間に5%水準で有意差あり
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巽ら：オイルワクチン接種ストレス軽減

表2．飼料摂取量に対するOEV頚部皮下接種の影響(kg/10羽/群）
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ａ
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０
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士
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７
３
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ａ
、
ｂ

６
３

０
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＋
｜
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８
９

４
１
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０
１
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ａ
ｂ

７
２

０
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＋
｜
＋
’

４
７

６
３
９
９

ａ
１
ｂ

８
８

０
０

＋
’
十
一

２
７

８
５
８
８

ａ
ｂ

７
６

０
０

＋
｜
士

１
９

０
７
８
７

有ワクチン区
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*積算飼料摂取量の平均値±標準偏差

!)未測定

2)異符号間に5％水準で有意差あり

表3．産卵成績に対するOEV頚部皮下接種の影響(142～211日齢）

飼料日呈

(g/B)

産卵日量

(g/B)

平均卵重

(9)

産卵率

（％）

５
７

０
１

士
士

１
５

１
８
１
０
１
１

６
４

０
１

＋
｜
＋
’

０
０

３
４
５
５

４
５

１
１

＋
｜
＋
’

２
４

７
７
５
５

０
５

３
０

＋
｜
士

７
０

２
４
９
９

有ワクチン区

無ワクチン区

育成率

（％）

50%産卵

日齢

飼料要求率 平均 初産

日齢

１
３

＋
｜
＋
’

０
９
４
３
１
１

０
０
０
０
１
１

２
１

士
士

１
８
４
３
１
１

有ワクチン区

無ワクチン区

＊平均値±標準偏差

２
８
０
０

０
０

士
士

０
１
１
０

２
２

８
７
６

０
０
０

一有ワクチン区Ｐ
■
Ｐ

５
４
３

申

０
０
０

（
Ｈ
ノ
Ｌ
比
）

0.2
仁
■

0.1

■

0．0

71日齢92H齢92日8時間齢93日齢99日齢127日齢211日齢

図1.H/L比に対するOEV頚部皮下接種の影響

（同日齢の異符号間に5％水準で有意差あり）
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(ﾒ唱/ml)

一有ワクチン区

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

６
４
２
０
８
６
４
２

１
１
１
１

＝－△＝＝無ワクチン区a

71日齢92日齢92日8時間齢93日齢99日齢127日齢211日齢

図2.LIl酸性糖蛋白値に対するOEV頚部皮下接種の影響

（同日齢の異符号間に5％水準で有意差あり）

表4．増体重に対する2種類のOEV頚部皮下接種とSCE飼料添加の影響(g/羽）

日齢

OEV接種後日数

別
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４
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＋
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＋
｜
士

８
０
３
０

４
７
７
７

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ

－
Ｄ
ａ
ａ
ａ

Ｏ
１
６
３

２
２
１
１

士
士
士
士

６
９
８
７

８
１
０
１

１
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５
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士
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士
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０

５
７
７
７

１
１
１
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７
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１
６
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士
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９

９
１
０
１

１
２
２
２

可
ｂ

１
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ａ
ａ

５
ａ
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２

１
７
１
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＋
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士
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一
士

９
４
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３
５
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１
１
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十
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十
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十
一

６
１
７
５

５
４
５
８
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*積算増体重の平均値±標準偏差

')5％水準で有意差あり

区が無ワクチン区と比べ，92日8時間齢，93日齢127日齢で有

意(P<0_05)に高かった（図1)。また，αl駿性糖蛋白値は有ワク

チン区が無ワクチン区と比べ，92日8時間齢93日齢127日齢

で有意(P<0.05)に高かった（図2)｡

試験2：2種類のOEV頚部皮下同時接種ならびにSCE飼料添

加の影響

2種類のOEV頚部皮下同時接種(84日齢）後の増体重を無ワ

クチン無添加区と比較した結果，有ワクチン無添加区は91日齢

で有意に低く，その後有意差はないものの133日齢まで低く推移

し,140日齢以降はほぼ同等であった。一方，有ワクチンSCE区

は当初から無ワクチン無添加区と同等であり,140日齢以降は高

く推移し,140～161,182～210日齢では有意に高かった。また，

無ワクチンSCE区は当初から無ワクチン無添加区と同等であり，

140日齢以降は高く推移したが有意差は認められなかった（表

4)。84日齢後の飼料摂取量を無ワクチン無添加区と比較した結

果，有ワクチン無添加区は91～105日齢で有意に低くその後有意
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傾向が認められ，またワクチンの有無にかかわらずSCE添加に

より高くなる傾向が認められた。産卵日呈は，ワクチンの有無に

かかわらずSCE添加により高くなる傾向が認められた。飼料日

量はワクチンの有無にかかわらずSCE添加により高く，有ワク

チンでは有意に高かった。飼料要求率は有ワクチン両区は無ワク

チン両区よりも高い傾向が認められ，またワクチンの有無にかか

わらずSCE添加により低くなる傾向が認められた。平均初産日

齢は，有ワクチン両区は無ワクチン両区よりも遅い傾向が認めら

れた。50%産卵日齢は有ワクチンSCE区が最も早く，有ワクチ

ン無添加区が最も遅かった（表6)。

差はないものの119日齢まで低く推移し,126日齢以降はほぼ同

等であった。一方,有ワクチンSCE区は当初から無ワクチン無添

加区と同等であり，133～210日齢では有意に高かった。また，無

ワクチンSCE区は当初から無ワクチン無添加区と同等であり，

119日齢以降は高く推移したが有意差は認められなかった（表

5)｡141～210日齢における産卵成績では，飼料日呈以外の各項目

において区間に有意な差が認められなかったが，産卵率は有ワク

チン両区が無ワクチン両区よりも低い傾向が認められ，またワク

チンの有無にかかわらずSCE添加により高くなる傾向が認めら

れた。平均卵重は，有ワクチン両区は無ワクチン両区よりも高い

表5．飼料摂取量に対する2種類のOEV頚部皮下接種とSCE飼料添加の影響(kg/10羽/群）
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表6．産卵成績に対する2種類のOEVとSCE飼料添加の影響(141～210日齢）
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2.5
一有ワクチン無添加区

÷有ワクチンSCE区
a

2.0 ■画△■■無ワクチン無添加区

■■ロ■■無ワクチンSCE区

５１

（
Ｈ
ノ
Ｌ
比
）

a

1.0 OEV

彦星=Zi"＃‘毫=≠
70日齢84日齢84日8時間齢85日齢91日齢98日齢105日齢128日齢210日齢

0.5

0.0

図3.H/L比に対する2種類のOEV頚部皮下接種とSCE飼料添加の影響
（同日齢の異符号間に5％水準で有意差あり）

("g/ml) 一有ワクチン無添加区

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２
０
８
６
４
２

２
１
１
１
１
１

-=■=－有ワクチンSCE区a

70H齢84日齢84日8時間齢85日齢91日齢98日齢105日齢128日齢210日齢

図4．α1酸性糖蛋白値に対する2種類のOEV頚部皮下接種とSCE飼料添加の影響
（|司日齢の異符号間に5玲水罐で有意差あり）

ストレスの指標となる生体内反応のうち,H/L比は無ワクチン

無添加区および無ワクチンSCE区に比べ，有ワクチン無添加区

は85,91,98,105,126日齢で，有ワクチンSCE区は85,91,

98,10511齢で有意に高かった。一方,有ワクチン無添加区と有ワ

クチンSCE区との間に有意な差は認められなかった（図3)。ま

た，αl酸性糖蛋白値は，無ワクチン無添加区に比べ，有ワクチン

無添加区は84日8時間齢85,91,98,105日齢で，有ワクチン

SCE区は85,91,98,1051=|齢で有意に高かった。一方，有ワク

チン無添加区と有ワクチンSCE区との間に有意な差は認められ

なかった（図4)c

考 察

村野ら(2000)は,83日齢時にEDSのOEVを頚部皮下接種

し，接種していない鶏群と比較した結果，接種後1週間以降では

増体重と飼料摂取量に及ぼす影響は認められなかったと報告して

いる。試験lでもOEVを頚部皮下接種した結果，接種後7日以

降では増体重と飼料摂取量に及ぼす影響は認められなかったが，

接種後1日の増体重は有意に低下した。
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GrossandSiegel(1983)は，鶏における種々 の社会的ストレス

の確認のためには，血漿コルチコステロン濃度よりも偽好酸球／

リンパ球(H/L)比の方が優れた検査法であると報告している。

試験1において有ワクチン区のH/L比は，無ワクチン区に比べ

接種後8時間,1日で有意に高かったことから，ワクチン接種後1

日間はストレス状態であったことが推察された。

一方，血漿α1酸性糖蛋白値は慢性免疫ストレスを負荷した鶏

において上昇することが明らかとなっており（高橋1996)，スト

レス強度の指標として活用されている(Takahashi"".,1994;

Takahashig"/.,1998;Takahashiei""2002)。高橋(2005)は，

卵用奥美濃古地鶏について9週齢から1週間以内にOEVを鼠径

部皮下に注射し，鶏痘ワクチンと鶏脳脊髄炎ワクチンの翼膜穿刺

ならびに鶏舎内移動をしてα1酸性糖蛋白値を測定した結果，8

週齢の400.3～415.8"g/mjに比べて10週齢は924.2±256.9"g/

mjと著しく高くなり，ワクチン接種と鶏舎内移動はストレスと

なることを報告している。また,Takahashiら(1998)は大腸菌

リポ多糖類注射後12～48時間にαl酸性糖蛋白値が最高値を示

すことを報告している。試験lにおいてαl酸性糖蛋白値はOEV

頚部皮下接種後24時間に最高値を示しており,Takahashiら

(1998）の報告と同様であった。また，有ワクチン区は無ワクチン

区に比べ接種後8時間，1日，7日で有意に高かったことから，接

種後7日間はストレス状態であったことが推察された。なお，産

卵初期では産卵率，産卵日量および飼料要求率が無ワクチン区に

比べ劣る傾向が認められた。

SCEは,1週齢の採卵鶏への3または61=|の連続経口投与によ

る免疫増強効果，成長促進効果(El-Abasy"",2002)ならびに

2または10週齢の鶏への3日間の連続経口投与による免疫増強

効果(El-Abasy"LzI.,2003a),1週齢の鶏への3日の連続経口投

与によるEjwe"αr“g"α感染に対する防御作用(El-Abasy"

".,2003b),83日齢の採卵鶏雄を用いてSCE飼料添加飼料を35

日間給与した結果，腸機能の活性化により成長促進効果を示すこ

とが報告されている(Yamauchiら,2006)。さらに,SCEの飼料

添加による肉用鶏ひなへの持続的な給与がSa/wo"g"α

Enteritidis(SE)に対し，排菌抑制効果を示すことやCE製品を

投与した後にSCE0.05%添加飼料を給与することで細胞性免疫

増強効果を示すことが報告されている（巽ら,2010)。そこで，試

験2において2種類のOEV頚部皮下同時接種を行い,SCE0.05

％添加飼料が及ぼす影響を検討した。その結果，育成期間中の増

体重は無添加飼料では接種後1週間低減したが,SCE添加飼料で

は低減しなかった。また，無添加飼料では産卵初期での産卵率，

産卵日量飼料摂取量は低下し，飼料要求率は高まる傾向が見ら

れたが,SCE添加飼料ではこれらの影響は除去された。

Yamauchiら(2006)は,83日齢の採卵鶏雄を用いてSCE添加

飼料を35日間給与した結果，飼料摂取量および増体重がSCE

0.05%および1%飼料添加では対照区と比べて有意な差はないも

のの増える傾向にあると報告している。さらに,YamaLIchiら

(2006)はSCE添加飼料を給与した鶏における腸の形態学的変化

について調査した結果，腸絨毛の機能の活性化が認められたと報

告している。本試験においても,SCE0.05%添加飼料により腸絨

毛の機能を活性化することで飼料摂取量が増加し，さらに飼料成
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分の吸収がよくなることで飼料要求率が低下したことが推測さ

れ，これにより2種類のOEV頚部皮下同時接種ストレスに起因

する増体重の減少および産卵初期における産卵率等生産性の低下

が抑制できたと考えられる。

一方，ストレス指標であるH/L比およびαl酸性糖蛋白値は，

無ワクチン無添加区に比べ有ワクチン無添加区は接種後6週およ

び3週まで，有ワクチンSCE区はともに接種後3週まで有意に

高く，2種類のOEV頚部皮下同時接種ストレスの影響が認めら

れた。しかし，有ワクチン無添加区と有ワクチンSCE区との間に

は有意な差はなかったことから，ストレス指標に対するSCEの

効果は認められなかった。以上の結果とSCEにおける過去の知

見から,SCEによる2種類のOEV頚部皮下同時接種ストレスに

対する生産性改善効果は，ワクチン接種ストレス自体の緩和では

なく，腸絨毛の機能の活性化に基づく飼料摂取量の増加や飼料成

分の吸収力の向|zに起因するものと推察される。

なお，今回の試験は病原体の少ない鶏舎環境で行なわれた成績

であり，病原体が多く浸潤する鶏舎では，無ワクチン区における

牛産性の減少が予想される。
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巽ら：オイルワクチン接種ストレス軽減

EffectofDietaryConjugatedSugarCaneExtractonProductivity

andResponsesofStressIndexesinChickenslnjected

SubcutaneouslywithOil-AjuvantedVaccines

ToshiakiTatsumi',KenjiSasaki2andYasuhiroNishi3

IMieHokuseiLivestockHygieneServiceCenter,4-19-26ShinsyoYokkaichi-shi,Mie,510-0064

2DepartmentofAgriculture,Fisheries,CommerceandlndustryMiePrefecturalGovernment,

13Komei-choTsu-shi,Mie,514-8570

3MieLivestockResearchDivision,1444-1Uresino-choMatsusaka-shi,Mie,515-2324

Thestress-responsesduetosubcutaneousinjectionofoil-ajuvantedvaccine(OEV)inwhiteleghornlayers

andtheeHbctofdietaryconjugatedsugarcaneextract20%product(SCE)wereevaluatedonproductivityand

reductionofstress-responsesinthechickens.

Inexperimentl,bodyweightgaindecreasedduringonedaybythenecksubcutaneousinjectionofOEVat

92ndage.Slightdecreasingofeggproductionandtheeggweightwasobservedatthefirststageofegglaying,and

decreasingtendencyoffeedconversionratiowasobservedincomparisonswiththenovaccinegroup.Thestress

indexheterophil/lymphocyte(H/L)ratioandtheQf1acidglycoproteinvaluewereroseintentionallycompared

withthenovaccinegrouponeighthours,onedayand35daysaftervaccination.

Inexperiment2,adverseeHectwasobservedfor7daysinbodyweightgainandfor21daysinfeedconsump.

tionbythenecksubcutaneousinjectionoftwokindsofOEVat84ndageincomparisonswiththenovaccinegroup.

Ontheotherhand,ithasbeenimprovedbythefeedadditionofSCE.

Moreover,adverseeHEctwasobservedontherateofegglaying,theegglayingdayamount,thefodderintake,

andthefeedconversionratiointhefirststageoftheegglayingincomparisonswiththenovaccinegroup.Onthe

otherhand,ithasbeenimprovedbythefodderadditionofSCE.

TheH/LratioandtheQllacidglycoproteinvaluewereroseintentionallycomparedwiththenovaccinegroup

fromonedavto42davsandfrom8hoursto21davsaftervaccination.Ontheotherhand,theH/Lratioandthe
ご ｰ

Qflacidglycoproteinvaluewereroseintentionallycomparedwiththenovaccinegroupfromonedayto21days

aftervaccinationbvthefodderadditionofSCE.
ご

ThestressappearanceperiodbyonekindandtwokindsofOEVneckhypodermicsimultaneousvaccinations

becameclear.

EHectofproductivityimprovementtothestressbytwokindsofOEVneckhypodermicsimultaneousvac-

cinationsbytheSCEfbdderadditionwasguessedanincreaseinthefodderintakeandtheimprovementofthe

absorbingabilityoftherationingredientbasedontheactivationofthehmctionofvilliintestinales.

(JtZpα"eseJb"師α/q/比"/"Scie"ce,48．･"9-JSZ20")

Keywords:Qj-1acidglycoprotein,heterophil/lymphocyteratio,layer,oil-ajuvantedvaccine,sugarcaneextract
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